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   Lately it is said that Total Serum Acid Phosphatase and (L) tartrate inhibted Serum Acid 
Phosphatase, so called Prostatic or True Acid Phosphatase are valuable and useful indexes 
in the diagnosis  and prognosis of prostatic arcinoma. 
   We examined both of them in 212 cases with carcinoma of the  prostate, benign prostatic 
hypertrophy, prostatolithiasis or prostatitis and other urological diseases. Out of 60 cases 
with carcinoma of the prostate, only 60% showed increased T. S. A. P., and 61.5% showed 
increased level of  P.  S.  A.  P.. 
   Between  P.  S. A. P. of the patients with carcinoma of the prostate and that of other 
prostatic diseases, there is no significant difference noted. We concluded that reliance of 
above-mentioned Phosphatases is very poor in diagnosis of carcinoma of the prostate. 
   We obserbed the change of the  P.  S. A. P. and T. S. A. P. level before and after the 
mechanical massage on the prostate and treatment, for example, female hormonal therapy, 
radioactive isotope injection, radical prostatectomy and castration.
緒 言
ずつ と以前 よ り前 立腺疾 患 に 対 す るacid
phosphataseの研究 は数多 く行われ て い る.
我 々は過去2年 間当科 を訪れた前立 腺疾患を
有す ると思わ れ る 患 者 のtotalserumacid
phosphataseとKind&King氏法 に よる(L)
tartrateinhibitedsermacidphosphatase
を延212例 に亘 り測定 した.こ こで統 計的 観察




ヌ カの 中 に発 見 した の が は じま りで,次 いで 動物 体 内
に も広 く存 す る事 が 知 られ て い る.
1923年赤松 らが 至 適pHを 異 に して 同 じ働 きを もつ
acidphosphataseとalkaliphosphataseを発 見
した.こ のacidphosphataseの生物 学 的歴 史 の 概
略 を み てみ る と,1925年にDemuthが 尿 中 にacid
phophatase(以下A.P.と略 す).赤 松 及 びSehmidt
が 色 々のorgan内 にalkali側に もacid側 に も
phosphataseの存 在 に気 がつ い た.
1935年Kutscher・W6rner,Kutscher-Worbergら
が 尿 中 のphosphataseがprostateにもとつ くとい
う説 を 唱 え た.次 い で1936年にGutman&Sproul
Gutma11が前 立 腺 癌 患 者 に於 てそ の 骨転 移 巣 にalkali
及 びacidphosphataseの上昇 を 認 め,続 い て1938
年 にGutrnan&Gutmanが 思 春期 の 前 立 腺組 織 内
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のA.P.の 上 昇 に 気 付 い た.又 このenzymeが 性 ホ
ル モ ソの 影 響 を うけ る こ とに も気 付 い た .そ して骨 転
移 を もっ 患 老 のA.P.の 上 昇 を も報 告 して い る.
1941年Hugginsらは このphosphataseは抗 男性
ホ ル モ ン療 法 に て 全例 で は な い がA.P.値 の 低 下 を み
と め,又,低 下 しな い 症 例 で は 女 性 ホ ル モ ン が そ の前
立 腺 癌 に 無 効 で あ る と発 表 した.こ の頃 か ら前 立 腺 癌
に対 してA.P.は 絶 対 的 の もの で な い といわ れ 初 め
た.そ こで 前 立 腺 に の み 由来 す るphosphataseの研
究 が 行 わ れ,1934年Daviesが(α)glycerophos-
phateを(β)glycerophosphateにす る働 き がA,P.
に あ る事 を証 明 した.1936年Kutscher&W6rnerに
よれ ぽ 前 立 腺 性 のA.P.は アル コ ール に よつ てirre・
versibleに不 活 性 化 され る事 を 発 見,続 い てHerbert
らは1946年アル コ ール 法 に て このProstaticSerum
AcidPhosphatase(以下P.S.A.P.と省 略 す る)を
測 定 し前 立 腺 癌 患 者 の診 断 に有 用 と報 告 した.1948年
頃Abu1-Fad1&KingはTotalSerumAcidPhos
phatase(以下T.S.A.P.と略す)とP.S.A.P。は フ
ォル ム ア ル デ ヒ ドに対 す る反 応 の 強 さが 異 る事 よ り両
者 を 別 々に 測 定 した.1951年Kintner&Lonisiville
は ア ル コー ル と フ ォル マ リンを 用 い て,又1949年には
第 1
Abul.FadlandKingは1evotartrateが前 立腺に
由来 す るA.P.を 殆 ん ど完 全 に抑 制 す る とい う事 とこ
の 酒 石 酸 は 赤 血 球 に よるA・P・ セこは 全 然影 響 を与えな
い事 を 報 告 した.1953年 にFishman&Lernerは
これ に よ りP.S.A.P.の測 定 法 を発 表 し,前 立腺疾患
々者 に て はT.S.A.P.よりもP・S・A・P.(又はTrue






に 数 多 くの 追 試 が行 われ て いる.
生化学的測定手技
次 いで 今 迄一 般 に行 わ れ て きたA.P.測 定 法 及 び
P.S.A.P.(TrueA.P.)の1冥奪定法 は第1表 の如 くであ
る.1936年Kayの 測 定法,Bodanskyのそ の改良法
か ら始 ま り多 くの方 法 が あ る が,基 質に す る物 質の異
りだ け で三 っ に 大 別 され る.P.S.A.P.の方は その不
活 性 化 され る物 質 に よつ て 四つ に 大別 され る.我 々は
phenolを用 い たKind&King氏 法 と(L)tartrate
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アル コ ール 法
フォ ル ム アル デ ヒ ド法





アル コ_ル 法 … …Kintner&Lonisiville(1951)
婁蓮 澱 蝕&.硬 照(1953)






1.基 質;特 級disodiummonophenylO.436gを秤 り水150ccを加 え て とか し約1分 間boi1し
爽雑 物 を不 活 性化 した後,直 ち に冷 却 した 水 を 加 え て200m1に す る.防 腐 の ため 少 量 の ク ロロ
ホ ル ムを 加 え 氷室 に 保 存.(O.OIMphenyl燐酸 ソー ダ液)
2.緩 衡 液;(pH4.9)… …結 晶 クエ ン酸21.09を 水 約200ccに とか し1NNaOH188mlを 加
え 水 を 追 加 して 全 量500m1と す る.






0.5M.重炭 酸 ソー ダ液 … …NaHCO34.2gを水 に とか して100ccとす る.
0.6g/dl4アミノ ア ン チ ピ リソ液 水 溶 液.
2.4g/d1赤血 塩 液 … …K3Fe(CN)62,4gを水 に とか して100mlに して 後filtrateし不 純 鉄
の 入 らぬ様 注 意 して褐 色瓶 に保 存 す る.
7.100mg/d1フェ ノー ル液
純 結 晶phenolをあ た た め て 液 体 とな しそ の0.1mlを0,1NHCI(concHC1100mlを1.2
tに うす め る)950m1に 加 え て混 和 し第3表 の如 くフェ ノ ール量 を精 密 に 定量 し正 し く100
mg/d1にな る様O.INHC1を 追 加 す る.
(註)45。Cに 於け るphenol1.00mlは1.05459であ る.
に よっ て阻 害 され るA.P.の 差 よ りP.S.A.P.値を求
めた.一 般 に(L)tartrateの方 が そ の 不 活 性化 す る
効果 が高 くに 出 る といわ れ て い るが,我 々の 教 室 で は
最初 に(L)tartrateを使 用 して いた が 文 献 に よ る と
(D)tartrateでも殆 ん どそ の差 が な い とい わ れ て い る
ので 途 中 よ り(D)型 を使 用 した.(D)型 と(L)
型の使 用 に 於 け るA.P.値 の 差 に 関す る比 較 は 追 つ て
発表 の 予定 で あ る.Kind&King氏法 の試 薬 と して は
第2表 の如 く七 つ の試 薬 を 用 意 す る.操 作 と して は 同
じKind&King氏 法 のalkaliphosphataseと殆
第3
〔pheno1基準 液検 定 に 用 い る試 薬 〕
①0.1Nヨ ー ド酸 カ リ液
②19/d1デ ソ プン 液
③0.1Nチ オ硫 酸 ソー ダ液












④0.1NI2液 ヨ ー ド
⑤O.INNaOH
⑥concHC1
検 定 す べ きpheno1液(100m1/d1)10.Om1を50～100mlの三 角 コルベ ソに入 れ0.1NNaOH
20m1を加 え て65℃ の温 浴 に浸 す.0.1NI2液(KIO3は 不 可)10.Om1を加 え て栓 を し混 和 後
温 浴 よ りと し出 しそ の ま ま室 温 に45分放 置 す る.次 にConcHC12rn1を加 え る と未 反 応 ヨ ー ドの
遊 離 と と もに 白 濁 が 起 る.デ ン プ ン液2～3滴 を 添 加 し(指 示 薬)残 つ て い る ヨー ドを0.1Nチ
オ硫 酸 ソー ダに て 滴 璋 す る.
0.1NI2液1.Om1はphenol1.567rngに相 当す るか らい ま0.1Nチ オ 硫 酸 ソー ダ の消 費量 を








Kind&King氏 法 に よ るAcidphosphatase
(測定手技)
(基
0.01Mフ ェ ニ ー ル リ ン サ ン ソ ー ダ
2,0cc1
質)一 一→+← 一 一(緩衡 液)












1-E/di>・㎞ 喫 燃 お、.
(㌃・痴.液1.。ml)〉+誘欝 臨,轟 繍 搬 撫 .
混 和 不 充 分 だ と濁 る.




水 を0と した 吸 光 度 よ りフェ ノ ール濃 度(1mg/d1=1単位)を 標 準 曲線 よ りもとめ る.
(註)こ れ は90'活 性値 故2/3を乗 じ て1時 間 活 性 値 とす る.
正 常0～3(Kind&K海gITnit)
事 で あ る.次 いで 比 色 に うつ る がmonochromatic
lighttypeに2種類 あ り即 ちBeckmanとColeman
typeで我 々の 教 室 で は プ リズ ムで な く廻 折 格 子 を 用
い たColemantypeの 比 色 計 を 用 い其 の赤 さを 測 定
し別 に 作 つ た 縦 軸 に 吸 光 度,横 軸 に 単 位 を とつ た 標準
曲 線 か ら単 位 を も とめ る.こ れ はpheno1濃度 で あ り
我 々はKind&King氏 単 位 と称 して い るが 一 般 に
云 わ れ るKing-ArmstrongUnit(K.A.U.)と同 じ
で あ る.又 加 温 中 にphenylphosphateが遊 離 され る
phenol量は4時 間迄 は加 温 時 間 に 比 例 し て 増 加 す
る.1時 間 以 内 で は 二 重 測 定 の くい ち が いを さけ る為
1時 間 半 を 選 ん だ が2時 間,3時 間 加 温 して そ の活 性
値 を2i父は3で 除 して もよい 。
前 立 腺 性 ア シ ドフ ォス ファ タ ーゼ即 ち酒 石 酸 不安 定
性iフtス ファ タ ーセr又はTrueAcidPhosphataseと
もい われ て い るが,こ れ の 測 定 法 は 第5表 に 示 す が
T。S.A,P。の場 合 と全 く同 じで,最 初 に 基 質 とbuffer
を 加 え これ に0,5ccの1M(L)tartrate液を 加 え る.
以 後 はT.S.A.P.測定 法 と全 く同 じで あ る.被 検 液 を
比 色 し て 単 位 を 求 めそ れ を(B)と す る と(A)を
T.S.A.P.とした場 合,P.S.A.P.値は(A)一(B)=
P.S.A.P.値と して求 め られ る,Jacks等に よる と(L)
tartrateを用 い る と100%,(D)tartrateを用い る
と80～90%の非 活 性 効果 が あ る と述 べ て い るが,我 々
の教 室 で も比べ てみ た が 余 り有 意 な差 は認 め なかつた
ので 及 び容 易 に(D)tartrateが入手 出来 る事 よ り又
コス トの安 い 点 で途 中 か ら(D)tartrateを用 いた.
しか し不 純 な ブ ドー酸 酒 石 酸 とか メゾ酒石 酸 は用いな
か つ た.
臨 床 的 観 察
】 正 常 値
実 際 に 統 計 的 観 察 を 行 うとT.S.A.P,及びP・S・
A.P.値の 正 常 域 は 研 究 者 に よっ て まち ま ちで第6表
に 示 す通 りで あ る.我 々は 前立 腺疾 患 以 外 の患 者でそ
の 値 を 算 術 平均 を基 に して標 準 偏 差,実 験 誤 差 を考慮
してT.S.A.P.値が0～3P.S.A.P.値が0.36±0.11
と決 め た.し か しこれ は あ くまで 数学 的 の も の で あ
る ・ 前 立 腺 以 外 のT.S.A.P.患者 の値 の 平 均 は3.11
ロ
PS・A・P・0.36,女 性 で は 平 均2 .56のP.S.A.P,値
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第5衷
(L)tartrateinhibitedAcidPhosphatase
酒 石 酸(右 又 は 笈旋 光 性)不 安 定 性 フ ォス ファ タ ーゼ
〔灘 定 法 〕
(試薬)特 級IMtartrate液159をH2070mlに とか し10N-NaOH液18,5mlを加 え てpH
4.9に調 整 しH20を 追 加 して100rnlとす る.ク μ ロホ ル ム数滴 を加 え て 氷室 に保 存 す れ ば安
定 で あ る.
(手技)Acidphospkatase手掛 こ圏 じ
一 一 血 漕






この値 が(一)に 出 る 菰 とが あ る カミ再 々検 して も(一)な らば §と見 敏 して い る.
Kind&King法 に よる 正 常億(試 薬 が 違 うの み でK.A.u.に 同 じ)
O.22～◎.47(K.K.U.)
第6表
今 迄 研究 され た諸 家 のTotalSerumAcidPhosphatase及び
True(Prostatic)Acidpho$phataseのNormalLimit.
1轟V¢Stigat儀rs Tota!P. (膿紛 TrueP. (unlt>
11942 Gutma鳳etal, 3.0-5.O Ki1ユ9-Ar燃stron$
2… ウδ3 拾圭曲 斑a絵e乞a三 、 5.o-6.o 〃 0.5 照 籍gAr撮s七ro鋸
31953 黒 田 ら 2.1 〃
4三%4 籔犠δ§◎蕊e宅a…. ….88 賑 難圭斑o玉
51955 Cli且e&Buズkeet駄L
約0.7 KiagArmstron露
61955 村 上 0.8 Milimo1
7三955 CGρ茎a轟eもa茎・ o.7 K…簸9一ムτ撮§捻o鋸
81956 Matheseta1. 3.5 King-Armstron竃 0.8 〃
タ1%6 沿aye㌻a霊. 3.8 〃 o.5§
〃
101957 1301mereta1. 5.0 〃 0.6 〃
111959 松 村 ら 0.15 〃
121959 糸 井 ら 2.73 〃 0.50 〃
玉31959 Gleゑ塁&S茎}a訟e1 3.0 〃 0.8 〃
141960 1(urtz&V段1k 0.6 Milimo1 0.3 Milimoi
151960 Goetsch 1.1 Bodansky




前 立 腺 に疾 患 を 有 しな い 入 院 患 者 のTotalAcidPhosphatase値とProstatic
AcidPhosphatase値(Kind&KingUnit)



































































































































































































































を 得 てい るがFishmanに よ る と 正 常 の 女 子 で も
0.1～0.5K.A.U.もつ てい る といい,こ れ は 前 立腺 の
み に 由来 す る もの でな く腎 ・肝 ・脾 に起 因 す ると いわ
れ て い る.女 子 には 前 立 腺が 無 い か らP.S.A.P,値が
ない 筈 で あ るが これ は 前 立腺 性 といわ れ て い るが 実 際
には 左旋 光 性 酒 石酸 に よつ て阻 害 され る(L)tartrate
inhibitedSerumAcidPhosphatas6といわ れ るべ
き もので あ るか らであ る.又 数 学 的 引算 で 求 め るP .
S.A.P.値が(一)に で る事 が あ るが この場 合 我 々は3




















よる影響⑤血液pH⑥ フ=.ノー ルの変性⑦測定 ミス.
このため我々はpheno1検定液を操作に際 し必ず 検
定することとそれを安定にさす為冷暗所に 保 存 す る
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第8表
前 立 腺 癌 患 者 延60例のTota1及 びProstaticAcidPhosphatase値(K.K.Unit)
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第9表


































































































































































4.013,P.S.A.P.値が0.865とい つ れ も正 常値 よ り上
昇 もて い る.し か し沿 療 前 の患 考 の統 訴 で垂ま13例中8
例 に しかProstaticの上 昇 は 認 め られ ず61.5%で あ
つ た,5Z全 体 で はTota1で60%,Prostaticで54.2%
に 上男 をみ て い る.こ Φ 様 に診 断 的 には 趨中 率 は可 成
り低 い もの と い え る.し か し この 中に は 女 性 ホ ル モ ン
治療 中 の もの もあ る.
麗.前 立 腺 良 憶 肥 大症 息 者 のT.S.A.P.と
P.S.A.P.値
前 立 腺 肥 大症40例に於 け る測 定 で は第9表 の 如 く
孚etal3.45Prosta重至¢5.01であ つ た.中 に にs轍 脚
pr◎statectomyをして 組織 的に はoき りとB,P.H.
と診 断 され た症 例 に てTotal及びProstaticのA.P、
爾 髄 の 上 昇 を み た3舞 を経 験 して い る.
IV.他の 前 立 腺 疾患 患 者 のT.S.A.P.と
P.S.A.P。鎮





































響.機 械 麟剥 激 蒜 後 のP,S.A.P.鮭及 び
T.S。A.P.値の 変 動
祷 立綜 に繍 え られ た機 械 約 刺 漂 でTetal及 びPro・




…{綴等 の 藩 究発 表 が あ るぶ 我 々 も漏様 の結 果 を 得 て
い る(第11表).此 の為cystoscopy,直腸 診,導 尿,
biopsyした 日 とは 別 の 艮をこ採 癬す る様 に した.こ の
上 昇 因 と して は
イ)ま 波 繕 朧 串 の 露nzymeの零 撫
P)上 皮 細 胞 中 のOsmoticPressureの変 化
ハ)前 立 腺 機能 の充 進
二)Enzymeの 溶 解 度及 び 体 内 で彦)Enzymeと
の適 会 性 の変 化
ホ)前 立 腺 内 血 管及 び リンパ 管 系 の分 布 の問 題 とい
わ れ てい る.
露.驚 立 線 療 患 者 は於 け る多 種 治 療 に よる
T.S.A.P.値及 びP.S.A.P.値の 変 動




③B.P.X.と 診 凝 港れ 衛 後P£.と 診賑 され た弼
と分 け て 観 察す る と症 例 が 少 い ので 色 々の事 は 云 えな
いが 女 性 ホル!Yγ投 与 例 に 於 て 明 ら か にProstatic
及 びTotal両 値 の低 下 を み てい る.
表












































































P.C患者 に於 け る治 療 に よつ て うけ るTota1及び
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この値 は診断 に有効 といつ てい るが反論 も非常
に最近多 くなつてい る.CiineによるとB.P.H
でも5%,P鉛s捻 慰isで も8%の 上昇 をみ る
といい,Hillは余 りその価 値を認 めず,No-
bles等は一応 ホル モン治療 を した患者 で は 其




と激い,転 移 の有無に拘 らず前に何 らかの治療
を うけた患者でのP.S.A.P.値はナ ンセンスで
あ るといつてい る.最 も新 しく1961年のPete・
rsonの統 計に てもP.S.A.P。値 の前立腺癌 の
診断 に対す る悲観的な報告があ るが我 々の教室
で も第13蓑に示す如 く診断 的価値 は甚 だ頼 りな
い もので ある.い つれに しろ単 なる測定のみで
は駄 翼で最近 行われてい る親織学的考察 との併'
用,CancerSerum中に あると云われ る特殊
のA.P.の測定値 との併用に よつて何 らかの意
義が出 て くるのではないか と思 う.畿 近(L)
簸aρ批 擁ρ籔◎sphateを使 つたPhe§ρ蝕a捻bを
用い て簡便にP.S.A.P.値を測定す る方 法が報
告 され てい るがそのTabletによる値 とKind






恥 τ斑a1「でo捻1Ac三δP蓋《》$&}蓬Of撮a呈P罫《》sね糠eAc圭{玉Phos茎ヲ 28.8%12 3三.5%2 40%
AbnomalTotalA.P.&Abno魚alProstaticA.P.22 37.2%13 34.2%0 0%
NormalTotalA、P.&AbnolnalProstaticA。P.7 11.8%5 13.1%0 0%
AbnomalTtotalA.P.&NormalProstaticA.P.13 22 o%8 2LO%3 60%
結 語
1)昭和33年以降,京 都大学 泌尿器科教室 に入
院及び外来に訪れ た患者 の中で前立腺癌患者延
6◎例,前 立腺肥大症 患者延4◎例,其 の飽 の前 立
腺疾患々者5例,前 立腺に疾患 を有 しない患者
30例につい て血清酸 フォスファ ターゼ,前 立腺
性酸 フオスファターぜを測定 した.
2)灘定法K魚d&K短g氏 法でpkenolを
使用 した.前 立腺性酸 フォスは(L)tartrate後





4)前立腺癌患者 に於 て 平 均 値 はT.S.A.P.
4.013P.S。A.P.O.865と上昇 してい るがT.S
A.P,値とP.S.A,P.値は全例が全例比例 して
上昇す る とは云えない 叉治療前 の血清前立腺
性 酸 フォスの上昇率は6L5%で あつた・
5)蔑立腺肥大痙 とはつ き り組 織的 に診断 され
た例 の うちで3例 に て1)rostatic及びtotal値
の上昇を みている.
6)前立腺炎疾患 々者 で5例 測定 したが1例 結
石症 にて上昇 したP.S.A.P・値 を得たが其 の他
は正常域 であつた,
7)機械的刺激前 後の両 フォス値の変動は全例
に於 いて上昇 をみてい る.
8)各種癌 鰐策を施 した患老でP・SAP・ 及 び
T.S,A.P.値の変動 は,去 勢術及 び女性 ホル モ
ソを投 与 した例 にては著 しく低 下 したが前立腺
全摘術及 びRadioisotopeCrP320・の組織内注
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